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第１３回国際語科百人一首大会開催！（２月６日） 実力テストの２日目、国際語科恒例の百人

一首大会が開催されました。今年もネイティブの４人の先生による「英訳」百人一首の読みあ

り、クラスの代表生徒も読みありと、大いに盛り上がました。

百人一首大会実行委員長（１－Ａ 吉川大貴くん） 予想以上に仕事が多く、人前に出て話すこ

とやたくさんの人数をまとめることの難しさを再確認すると共に、先輩と連携して行動するこ

とやいきなりの代役をすることで自信がついたので、よい経験になったと思います。

←なんと１位、２位、３位は１年生チームが独占！ 左は大会終了後、Ｂ組の集合写真。

国際語科ウルトラ

試合はチーム対抗戦！ 字札を探す目も真剣 国際語科恒例、英語百人 クイズの優勝者 百人一首大会実行委員会

そのもの！ 一首。モーリス先生！ 高山暖くん！ の生徒集合。お疲れ様！

（１－Ｂ）

ブラウン先生から

I’ve been living in Japan for a long time, so I know about hyakunin isshu and the karuta card game, but the only time I

really get to see it in action is here at Hayato. I’m always impressed by how fast some of you can identify the cards,

often by hearing just the first word. I like this game because not only is it competitive and fun, but I think many of the

poems are beautiful. I think it’s a great Japanese tradition and I hope all of you continue to pass it down through the

generations.

Roger Browne

「ＩＬＣ百人一首」（冬休みの宿題）の優秀作品の表彰も行われました！ 受賞者と作品は以下の通りです。

○なんでかな 大切なのに 思っても ない事ばかり 口にする私（１－Ａ 金子芽生さん）

○ありがとう その一言が 言えなくて 何度も母を 泣かせてしまう（１－Ｂ 野田瑠華さん）

○大掃除 思い出見つけ 手が止まり 想いはめぐる 時計もめぐる（２－Ａ 嘉村萌さん）

○初日の出 寒さ凍える 待ち時間 寒さに負けず 昇る太陽（２－Ｂ 山田愛巳さん）

横浜国際フォーラムでワークショップを開催しました！（２月９日 ＪＩＣＡ横浜） ４回目の参加となる今年のフォーラムは、

記録的な大雪の影響で土曜日は午後中止、本校の発表のあった日曜日も来場者は少なかったのですが、１月から準備

を行ってきた成果がいかんなく発揮され、充実したセミナーを開くことができました。釜石と行っている文通の報告

では、釜石と回線をつなぎ、釜石市社会福祉協議会の八幡亘さんとリアルタイムでお話もしました。また「高校生にできること」と

いう題で一般参加者の方々とディスカッションをするなど、盛りだくさんの５０分でした。

司会進行の４人の息も 足元の悪い中、本校生徒 ディスカッションが 国際語科卒業生（写真中） 非常勤講師の山口

ぴったり！ を含め、２０人以上が 始まると、終了時間が も駆けつけてくれました！ 先生（写真左）も

参加者しました！ 名残惜しいほどの激論！ 参加してくれました！

セミナー運営を運営した生徒から

●隼人生の発表はとてもスムーズにできたし、時間が短いのに臨機応変に進んでよかったです。ワークショップでは、主に一般の参

加者の意見を中心に進め、どのグループもとても有意義な話し合いができたと思います（２－Ａ 忍足咲紀さん）

●セミナー内でのグループ活動では、初対面であったにも関わらずスムーズに話し合うことができ、また人によって出てくる意見が

その人の興味によってバラエティに富んでいたので面白かったです（２－Ａ 宇野彩香さん）

ようこそ先輩！～小島萌先輩（鎌倉女子大学児童学部児童学科）、鹿島爽先輩（桜美林大学エアラインホスピタ

リティコース）小島先輩は、保育系に興味のある生徒にアドバイスをしてくださいました。鹿島先輩は、観光

やＣＡに興味のある生徒にお話をしてくださいました。二人はソングリーディング部のＯＧで、大学でも

熱心に部活動に取り組んでいます。部活動があるからかえって勉強にも力が入る！とのことです。最後に

国際の後輩へのメッセージ。「やりたいことを明確にしておくと大学生活が充実します。頑張ってくださ

い！（鹿島先輩）」「高校生活を楽しんでください！国際語科は絶対に楽しいです！留学に興味がある人は、是非！（小島先輩）」


